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各      位                                   

平成 21年 4 月 30日 

会 社 名  稲畑産業株式会社 

代表者名  代表取締役社長  稲畑 勝太郎      

（コード番号  8098 東証第一部・大証第一部） 

問合せ先  取締役執行役員  横田  健一 

（TEL．03－3639－6421 ） 

 

特別損失の発生及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 この度、特別損失が発生いたしますのでお知らせするとともに、最近の業績動向等を踏ま

え、平成 21 年 2 月 3 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせい

たします。 

記 
 
１． 平成 21年 3 月期通期業績予想（連結・単体）の修正 

 
（連結業績） 

（単位：百万円、％） 

      売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 445,000 4,000 4,500 1,000 15.36 

今回修正予想（Ｂ） 440,000 3,500 3,800 2,000 30.73 

増減額（Ｂ－Ａ） △5,000 △500 △700 1,000 ― 

増 減 率 （ ％ ） △1.1 △12.5 △15.6 100.0 ― 

（ご参考）前期実績 
（平成 20 年３月期） 

500,019 7,659 7,795 2,922 44.98 

 
（単体業績） 

（単位：百万円、％） 

      売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 290,000 1,600 3,100 550 8.45 

今回修正予想（Ｂ） 283,500 1,600 3,500 850 13.06 

増減額（Ｂ－Ａ） △6,500 ― 400 300 ― 

増 減 率 （ ％ ） △2.2 ― 12.9 54.5 ― 

（ご参考）前期実績 
（平成 20 年３月期） 

327,071 3,437 4,884 1,673 25.76 
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２． 修正の理由 

 (1)連結 

世界的な経済環境が急激に悪化したこと及び当第 4 四半期において持分法による投資損失約 330

百万円を計上したこと等により、営業利益及び経常利益が前回予想を下回る見込みであります。ま

た、当期純利益につきましては、上記要因に加え、当第 4四半期において一部の関係会社の財政状

態が悪化したこと等による追加引当があったものの、貸倒引当金戻入益約 370百万円等の特別利益

の計上や税金費用の減少約 840百万円等により、前回予想を上回る見込みとなりました。 

 (2)単体 

関係会社の財務状況を精査した結果、当第 4 四半期において債務保証損失引当金繰入額約 280 百

万円、関係会社株式評価損約 970 百万円、貸倒引当金繰入額約 170 百万円等の特別損失の計上があ

ったものの、前回予想に比して営業外損益が改善したことに加え、貸倒引当金戻入益約 550 百万円

等の特別利益の計上や税金費用の減少約 820 百万円等により、当期純利益が前回予想を上回る見込

みとなりました。 

 

３． 特別損失の計上について 

当社は、既に平成 21 年 2 月 3 日付「特別利益、特別損失の発生及び業績予想の修正に関するお

知らせ」で公表しております通り、当期において事業整理損失引当金繰入額等の特別損失の計上を

予定しておりますが、当第 4 四半期においてその後の状況を踏まえ若干の見直しを行い、また一部

の関係会社に対して会計手当てを行うことといたしました。 

当第 4四半期におきまして追加で計上する見込みの主な特別損失は以下の通りであります。 

(1) 連結 

  ①関係会社株式評価損 約 130百万円 （通期 約 130 百万円） 

  ②債務保証損失引当金繰入額 約 280百万円 （通期 約 280 百万円） 

 (2)単体 

  ①関係会社株式評価損 約 970百万円 （通期 約 2,490 百万円） 

②債務保証損失引当金繰入額 約 280百万円 （通期 約 280 百万円） 

  ③貸倒引当金繰入額 約 170百万円 （通期 約 780 百万円） 

  

  （注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

                                           以上 


